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​令和８年　第３回​

​宮崎市教育委員会（定例会）​

​会　　議　　録​
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​令和８年　第３回宮崎市教育委員会定例会　会議録​

​１　日　時​ ​令和８年３月１９日（木）　１３：２０〜１６：００​

​２　場　所​ ​教育委員会室​

​３　出席者​ ​【教育長・教育委員】​

​　黒木教育長、松尾代表教育委員、片山教育委員、小林教育委員、高峰教育委員​

​【事務局】　​

​（企画総務課）河野課長、田中補佐、黒木補佐、野邊補佐、佐藤主幹、日髙主査、​

​　　　　　　　　　　　甲斐主査、大野主査、小八重主任主事​

​　　（学校教育課）小川課長、東迫補佐、新副主幹、西村主幹​

​　　（教育情報研修センター）鍋島所長​

​　　（生涯学習課）坂本課長、鎌田主幹​

​　　（文化財課）稲岡主幹​

​４　議　案​

​番　号​ ​件　名​ ​説　明　者​

​議案第６号​
​宮崎市教育委員会の権限に属する事務の補助執行規​

​程の一部改正について​

​企画総務課長補​

​佐​

​生涯学習課長​

​議案第７号​
​宮崎市教育委員会の教育に関する事務の管理及び執​

​行の状況の点検及び評価に関する報告書について​

​企画総務課長補​

​佐​

​議案第８号​
​宮崎市立小・中学校における働き方改革アクションプラン​

​の改訂について​

​企画総務課長補​

​佐​

​議案第９号​
​「未来の学校」の実現に向けた教育環境整備に関する基​

​本方針の策定について​
​企画総務課長​

​議案第１０号​ ​宮崎市学校管理規則の一部改正について​ ​企画総務課長​

​議案第１１号​
​宮崎市教育委員会職員の職名規則の一部改正につい​

​て​
​企画総務課長​

​議案第１２号​ ​宮崎市教育委員会事務決裁規程の一部改正について​ ​企画総務課長​

​議案第１３号​
​宮崎市教育委員会事務局処務規則の一部改正につい​

​て​
​企画総務課長​

​議案第１４号​ ​課長相当職以上の職にある者の人事異動について​ ​企画総務課長​

​議案第１５号​ ​宮崎市教育研修アドバイザーの設置について​
​企画総務課長補​

​佐​
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​５　報　告​

​番　号​ ​件　名​ ​説　明　者​

​報告第５号​ ​令和８年第１回宮崎市議会定例会（３月）について​
​企画総務課長補​

​佐​

​報告第６号​
​第４回生目台東小学校・生目台中学校小中一貫校準備​

​委員会について​

​企画総務課長補​

​佐​

​報告第７号​ ​臨時代理について​ ​学校教育課長​

​報告第８号​ ​教職員の事案について​ ​学校教育課長​
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​黒木教育長​ ​　それでは定刻になりましたので、ただいまから、第３回教育委員会定例会を​

​開会します。​

​　本日の傍聴者はありません。​

​　会次第「２ 会議録署名人の指名」です。​

​　本日の会議録の署名人は、私、黒木と高峰教育委員を指名させていただ​

​きたいと思いますが、よろしいでしょうか。​

​教育委員​ ​　異議なし​

​黒木教育長​ ​　それでは「３ 行事報告」に入ります。​

​　「（１）教育長報告」については記載のとおりです。​

​　「（２）委員報告」、「（３）教育局長報告」、「（４）各課行事報告」についても​

​記載のとおりですが、２月１７日に実施のひなた中学校への市内教育施設視​

​察、３月１６日の市内中学校卒業式には、教育委員の皆様に参加いただきま​

​した。お一人ずつ感想やお気づきになった点等がございましたらお願いしま​

​す。​

​片山教育委員​ ​　ひなた中学校への市内教育施設視察に参加させていただき、校長先生か​

​ら学校の取組を伺い、授業を見せていただきました。使用できる体育館がな​

​いという点について、子どもたちにはエネルギーを発散させる場が必要だと​

​考えられることと、体育の日には多くの生徒が出席しているという現状も踏ま​

​え、早急に取り組むべき課題であると感じました。学校に来ることができない​

​時間帯、特に昼間に外出をためらっている生徒も多いと推測されるため、運​

​動できる場所を設けていただけるとありがたいと考えます。​

​　スマートフォンの持ち込みについて、教員間で議論が交わされていました。​

​子どもたちは、スマートフォンを使えることが「ずるい」と感じがちです。しか​

​し、これが本当に「ずるい」ことなのでしょうか。この学びの場でスマートフォン​

​を使わずに学べていることが、いかに素晴らしく、楽しく、恵まれたことである​

​かということを、子どもたち自身の経験を通して気づかせる機会を提供できれ​

​ばと考えます。スマートフォンを問題視するのではなく、むしろ、所有すること​

​で登校へのきっかけとなり、外出につながるという点では良いことだと考えま​

​す。ただし、その先に何を見据え、自分たちがどう行動したいかを考える力を​

​育む場を提供することが重要であると考えました。​

​　ひなた中学校の目標とする学校像の一つに「安心して過ごせる学校」が掲​

​げられています。ある人にとっての過ごしやすさが、別の人にとっては過ごし​

​にくさにつながるという事態は、学校生活だけでなく社会に出ても起こり得ま​

​す。これからひなた中学校が、生徒自身で学校をどのように創っていくかを考​

​えられる場となることが期待されているのではないでしょうか。生徒会を創設​

​するという話もあることを踏まえ、今後を見守っていきたいと思います。​

​　授業を拝見した際に感じたのは、子どもたちが「ワクワクする授業」を展開​

​することが非常に重要なのではないかということです。「ワクワク」というのは抽​

​象的な表現ですが、具体的には「それ知ってる！」「これやりたい！」といっ​
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​た、思わず声に出したくなるような心の声が子どもたちから自然とこぼれる授​

​業です。このような授業であれば、子どもたちは１時間があっという間に感じ、​

​その学びを学校外の生活でも活かしていくことができるでしょう。この日は、卵​

​をテーマにした授業について話がありました。スーパーで卵を見たときに授​

​業を思い出すなど、生活に結びつき、頭だけでなく体も使って学ぶことができ​

​れば、子どもたちはもっと学校に来たいと思うようになるのではないでしょう​

​か。​

​　言葉で言うのは簡単ですが、子どもたちにとっての１日はあっという間に過​

​ぎてしまうため、少しずつでも実現できることは、「できたらやりたい」ではな​

​く、思いついたところからなるべく早く実行に移していくべきだと感じた視察で​

​した。​

​小林教育委員​ ​　まず、ひなた中の校長先生が人員配置について希望を、特に特定の教科​

​の配当について具体的に言及されていました。人事異動発表後で難しい状​

​況かもしれませんが、この配置が実現することが望ましいと感じています。​

​　次に、１７名のうち１５名が進路が決定しているとのことでした。県立の推薦１​

​名をはじめ、勇志国際高等学校７名がすでに決まっているとのことでした。進​

​路の希望実現に対しても非常に組織的な展開がされていると感じました。​

​　片山教育委員の意見にも関連しますが、当日も議論された「すべてを教員​

​が決定するのではなく、子どもたちが自ら考える体制、例えば生徒会の運営​

​などを検討すべきではないか」という点がありました。スクールワイドPBS（ポジ​

​ティブな行動支援）の話題にもあったように、子どもたちが学校組織の一員と​

​して前向きに学校生活を送るためには、子どもたちが自ら決定できる場を保​

​障することが、教育の転換において非常に重要な視点であると、私も同感し​

​ます​​。​
​　最後に、ひなた中の校長が昼間部と夜間部の双方を兼任されている状況​

​について、校長先生の負担を軽減するため、具体的な支援策を講じることが​

​望ましいと感じます。​

​高峰教育委員​ ​　様々な社会のニーズを踏まえて開校された学校であることは間違いありま​

​せん。素晴らしい取組だと思います。​

​　校長先生だけでなく、現場の先生方が「ゼロからイチ」を生み出すという大​

​変な作業に、重い責任を負って取り組んでいらっしゃることを感じました。この​

​問題は、先生方だけにとどまらず、社会、民間など、皆で役割を分担しながら​

​できることを考えるべきだと、現場に行って改めて思いました。皆で少しずつ​

​協力し合えることを検討したいです。​

​松尾代表教育委員​ ​　ひなた中への視察当日、子どもたちは自宅学習も可能だったため、登校し​

​たのは３名という特殊な状況でした。その授業後、校長先生との意見交換の​

​場を設けていただくことができました。学びの多様化学校が新設されて１年目​

​という状況において、学校をどのように運営していくかという視点で見ると、管​

​理職の手腕が非常に重要になります。多様な学力を持つ子どもたちに対し​
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​て、どのような授業を提供し、どのような学校づくりを進めていけば、ひなた中​

​学校に来た子どもたちにとって有益なものとなるか。この視点から、管理職の​

​考えと先生方の意欲を高めていくことは、非常に重要なことであると感じまし​

​た。今後は、開校１年目、２年目と経験を重ねる中で、先生方の視野も広が​

​り、外部の意見も取り入れながら、より良い学校づくりが進められることを期待​

​しています。​

​黒木教育長​ ​　ハード面について、まず体育館の使用に関しては、隣接する県の職員健​

​康プラザをお借りしている状況です。また、同じ建物内にある教育情報研修​

​センターの施設、具体的には以前研修室として使われていた場所などを、​

​もっと学校側が自由に活用できるようにできないかという課題があります。現​

​在、宮崎小学校の体育館を含め、こうしたハード面の整備を進めることが重​

​要だと認識しています。この点に関して、教育委員会としての対応がまだ後​

​手に回ってしまっていることが、大きな反省点であると考えています。​

​　また、管理職を含め、教員が従来の中学校の運営方式から脱却しきれてい​

​ない現状があります。​

​　その根底には、「自分たちがすべて決めて、子どもたちに提供しなけれ​

​ば、ただでさえ不登校で苦しんでいる子どもたちは立ち直れないのではない​

​か」という思い込みが強く残っていると考えられます。この点については、この​

​１年間の状況を見ても、依然として変わっていないと認識しています。教育委​

​員会としては、これに対応するため、不登校支援に特化した研修コースや各​

​種研修の場に、ひなた中学校の先生方を特別枠で招待したり、学校訪問を​

​実施して授業を視察し、その後にディスカッションを行うなどの取組を行って​

​います。しかしながら、まだこの意識改革が十分に進んでいないのが現状だ​

​ろうと考えられます。さらに言えば、これまで３５人や４０人を対象に行っていた​

​授業を、目の前の２〜３人の子どもたちに対しても同じように進めようとしてい​

​る現状があります。本来、もっと子どもたちの実態に合わせて授業を構築す​

​べきです。この点、指導力向上のための教育委員会によるサポートがまだ不​

​十分であると言わざるを得ません。この指導力の問題が、現在の大きな課題​

​であると認識しています。行事などにおけるスタッフ不足への対応として、今​

​年度は宮崎大学と連携し、チューターを派遣する取組を進めています。これ​

​は、先生とは異なる立場である「お兄ちゃん・お姉ちゃん」のような存在を通​

​じて、児童生徒がより気軽に声をかけられる環境を作ることを目的としてお​

​り、来年度はさらにこの環境整備を強化していく考えです。​

​　初年度は、校長を含め試行錯誤しながら、なんとか終えることができまし​

​た。まだ課題は残っていますが、先日、卒業式に参列しました。卒業式は入​

​学式とは全く異なり、子どもたちが司会進行を務め、運営のほとんどを担って​

​いました。大人が司会をする場面はありませんでした。非常にアットホームな​

​雰囲気で、特に卒業生代表の言葉が素晴らしかったです。堂々としたスピー​

​チで、これまで様々な卒業式に出席してきましたが、心から感動しました。「こ​

​の学校に来られた喜び」「私たちは皆、以前は学校に通えなかった。そのよう​

​な私たちに対し、このような学校ができ、様々な活動ができたこと」「みんなで​
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​頑張れば乗り越えられる」といった内容を、女子生徒が堂々と語ってくれまし​

​た。​

​　まだ多くの課題はあるものの、生徒たちにとって、ひなた中学校で過ごせた​

​ことは本当に良かったのではないかと感じています。このように、子どもたち​

​の力を借りて行われた卒業式でした。卒業式後も、保護者の方々からメー​

​ル、チャット、市長へのメッセージなどを通じて、ひなた中学校に対する感謝​

​の言葉を多数いただきました。このことから、学校を設立したこと自体は正し​

​かったのだと思います。今後は、いただいた意見の通り、中身の充実に努め​

​る必要があります。学校任せにするのではなく、教育委員会として何をバック​

​アップしていくのか、担当課を中心に改めて検討させていただきたいと考え​

​ています。​

​企画総務課長​ ​　メッセージを１つ紹介します。​

​　「ひなた中学校に転学した子どもの保護者です。ひなた中を開設してくださ​

​り本当にありがとうございました。学校が楽しいと、早く休み明けにならないか​

​と学校生活を楽しんでいる子どもを見て私も嬉しくてたまりませんでした。中​

​学校生活が良い思い出で彩られ、本当に良かったです。無事卒業式を迎え​

​ます。心から感謝申し上げます。」こういったメッセージが届いていました。​

​黒木教育長​ ​　来年度も、ひなた中学校を訪問する機会などをぜひ設けたいと考えていま​

​す。​

​　夜間中学にも卒業生が１名いらっしゃいますが、本人が「卒業式はしなくて​

​も構わない。十分に楽しんだ」と辞退されたため、今回は卒業式を行わない​

​ことになりました。​

​小林教育委員​ ​　黒木教育長が言及された卒業生代表の言葉は、UMKの番組で放送されて​

​おり、現在でも視聴可能なようです。​

​黒木教育長​ ​　ひなた中学校へは「答辞」を依頼していますので、改めて皆様に、紹介で​

​きる機会があると思います。​

​　それでは、「４ 議事」に入ります。​

​　本日は議案が１０件、報告が４件です。​

​　議事の進行上、議案第９号から第１５号、及び報告第７号・８号を先に説明​

​をします。また、その他の報告（３）「中学校で発生した事案について」も同様​

​に先に説明をします。​

​　また、これらの議案・報告・その他の報告については、地方教育行政の組​

​織及び運営に関する法律第１４条第７項により、非公開としたいと思います​

​が、いかがでしょうか。​

​教育委員​ ​　異議なし​

​黒木教育長​ ​　それでは、これより非公開とします。​

​黒木教育長​ ​　それでは、ここで非公開を解除します。​
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​　ただいまより審議を再開します。​

​　議案第６号「宮崎市教育委員会の権限に属する事務の補助執行規程の一​

​部改正について」事務局から説明をお願いします。​

​企画総務課長補佐​ ​　本議案の主な改正点は２点ございます。１点目は市長部局の組織改編に​

​伴う改正で、２点目は佐土原図書館に関する所要の改正です。​

​　まず市長部局の組織改編に伴う部分ですが、具体的には、現在の観光商​

​工部を、観光スポーツ部と経済部の２つに再編します。宮崎市立学校体育施​

​設開放事業を補助執行しているスポーツランド推進課は、観光スポーツ部に​

​所属が変更になります。これに伴い、所要の改正を行います。​

​生涯学習課長​ ​　続きまして佐土原図書館に関する所要の改正について説明します。佐土​

​原図書館の管理運営に関する補助執行規定の一部改正についてです。​

​　佐土原図書館を含む、佐土原総合文化センターは、２００４年の開館以来、​

​地域の交流拠点として機能してきましたが、コロナ禍以降、施設全体の利用​

​率及び図書館の入館者数・利用者数が減少するという課題に直面していま​

​す。この課題を解決するため、令和５年度より、交流センター・交流プラザを​

​所管する佐土原総合支所地域市民福祉課と協議を重ねてまいりました。そ​

​の結果、佐土原総合文化センターを「世代・活動・文化が自然に交わり、日​

​常に彩りを添える『まちのリビング』」というコンセプトのもと、連携を強化する方​

​向でまとまったものです。このコンセプトに基づき、各機能が連携した様々な​

​取組を迅速に進め、また迅速な意思決定を行うため、指揮系統の一本化が​

​必要となりました。そのため、佐土原図書館の管理運営、施設の維持管理と​

​いった事務の一部を佐土原総合支所地域市民福祉課へ「補助執行」させる​

​ものです。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​教育委員​ ​　なし​

​黒木教育長​ ​　ないようでしたら、議案第６号「宮崎市教育委員会の権限に属する事務の​

​補助執行規程の一部改正について」ご承認いただけますでしょうか。​

​教育委員​ ​　異議なし​

​黒木教育長​ ​　ありがとうございます。​

​　続いて、議案第７号「宮崎市教育委員会の教育に関する事務の管理及び​

​執行の状況の点検及び評価に関する報告書について」事務局から説明をお​

​願いします。​

​企画総務課長補佐​ ​　議案第７号「宮崎市教育委員会の教育に関する事務の管理及び執行の状​

​況の点検及び評価に関する報告書について」です。これについては、地方​

​教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定により、令和６​

​年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について、​
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​点検及び評価に関する報告書を作成するために、今回お諮りするものです。​

​　特に今回は、令和６年度までを計画期間とする第二次教育ビジョンの最終​

​年度の取組の評価となります。今年度も、会議は書面での開催とし、教育委​

​員の皆様、そして学識経験者として宮崎公立大学の野﨑教授、宮崎市PTA​

​協議会の二見会長に意見等をいただきました。​

​　この点検及び評価は大きく２つの項目に分けて作成をしています。「教育委​

​員会が管理・執行する事務に関すること及び教育委員会の活動」として、令​

​和６年度に教育委員会に提出した議案や報告のほか、活性化プランに基づ​

​く教育委員会の活動について記載をしています。委員の皆様から頂いた意​

​見に基づき、修正をした主な箇所について説明します。​

​　学校教育課・教育情報研修センターの主な施策１「学力の向上」について​

​は、全国学力・学習状況調査を実証的に分析し、この分析の位置づけを明​

​確にしたうえで、学力向上に向けた施策の根拠や提案の説得力を高めること​

​が期待できるという意見をもとに、今後の方向性、分析結果を学校支援訪問​

​などで活用するという記載を加えています。​

​　学校教育課の主な施策５「生徒指導の充実」では、いじめを未然に防止す​

​る取組をさらに充実してほしいという意見をもとに、今後の方向性に、いじめ​

​防止等に資する１０の提言ポイントの一層の周知を図るという記載をしていま​

​す。​

​　学校教育課の主な施策１「キャリア教育の充実」では、「みやざき未来発表​

​会」は回数を重ねブラッシュアップされているので、今後は各学校の取組の​

​充実などもうたえればという意見をいただきました。これをもとに、今後の方向​

​性に、記載を加えています。​

​　続いて、学校教育課の主な施策３「開かれた学校づくりの推進」について、​

​成果と課題に、どのような変化があったかまであると良いという意見をもとに、​

​学校運営を支援する広がりの具体例を加えています。​

​　なお、点検・評価に関する有識者からの意見として、委員の皆様から頂い​

​た意見全体を記載しています。​

​　全体を通しての意見として今後の方向性の記述についてのさらなる工夫​

​や、何を重点化し、どう展開していくのかという視点をもう少し明確にすると良​

​い、という意見。さらに、子どもたちの思いやりの気持ちは育っている一方で、​

​将来の夢や目標を持っている項目は目標値に達していない。また地域や社​

​会の中で、誰かのために何かをするという行動面だけでなく、自分が自然に​

​誰かの役に立ちたいと思える心の状態にあるのか、という視点も重要という意​

​見、また、マネジメントサイクル（PDCA）を活かして課題改善が進められてい​

​るという意見、全体を通して、研修やICT導入など、学校で様々な活動の達​

​成度を見ると学校や先生の努力が伺えるが、平均正答率の割合など、学習​

​成果の指標が低い、家庭での過ごし方に課題があるのではといった意見を頂​

​いています。管理指標の一覧も資料に記載しています。​

​　第三次教育ビジョンにおいては、何を重点とし、どのように展開していくかと​

​いう点について、これまでの第二次教育ビジョンにおける２６の施策を、９つの​



​9​

​施策に集約しました。特に基本目標１「学校における学びの充実」では「自ら​

​選択し決定できる主体的な学びの充実」を施策１として先頭において、「教​

​師の教えやすさ」から「子どもの学びやすさ」への授業観の転換と実践にすで​

​に取り組んでいるところです。また、基本目標３の施策１では「教職員の働き​

​方改革の推進と資質向上」という第二次教育ビジョンにはなかった視点を加​

​えるなど、学校が魅力的で感動的な場であるための方向性を設けているとこ​

​ろです。​

​　今後も、第三次教育ビジョン取組の評価をしっかり行いまして、教育委員会​

​と事務局が一丸となって子どもたちのより良い教育の実現に努めてまいりた​

​いと思っています。本日承認をいただきましたら今後議会への送付と宮崎市​

​ホームページ上での公表をしたいと考えています。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​教育委員​ ​　なし​

​黒木教育長​ ​　今年の第三次教育ビジョンでは、項目数を大幅に集約しましたが、点検評​

​価が、いまだにそのための作業となっている側面は否めません。ご覧になっ​

​てお分かりのように、行政はどうしても、このような計画の評価などが、評価の​

​ための評価になりがちです。そのため、来年度は、この点を改善していきた​

​いと考えています。次につながる点検評価を目指したいと考えておりますの​

​で、引き続きご意見をいただければ幸いです。​

​　他にないようでしたら、議案第７号「宮崎市教育委員会の教育に関する事​

​務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関する報告書について」ご承​

​認いただけますでしょうか。​

​教育委員​ ​　異議なし​

​黒木教育長​ ​　ありがとうございます。​

​　続いて、議案第８号「宮崎市立小・中学校における働き方改革アクションプ​

​ランの改訂について」事務局から説明をお願いします。​

​企画総務課長補佐​ ​　アクションプラン（第二期）については、令和７年２月に改訂が行われ、現在​

​このアクションプラン（第二期）に基づき施策を進めているところです。その​

​後、令和７年６月には、いわゆる給特法など「公立の義務教育諸学校の教育​

​職員の給与等に関する特別措置法等の一部を改正する法律」が交付され、​

​令和８年４月から施行される予定です。この法改正については、公立学校教​

​員の「教職調整額」を現在の給与月額４%から１０%へ引き上げると同時に、教​

​育委員会は、服務を監督する教育職員にかかる業務量管理、そして健康確​

​保措置の実施に関する「実施計画」というのを合わせて策定することも定めら​

​れています。この「実施計画」は、既存の働き方に関する計画がすでにある​

​場合は、新たに策定するのではなく、指針の内容に即しているかを確認の​

​上、既存の計画に修正・追記等を加えることで良いとされています。​
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​　本市は、すでにこのアクションプラン（第二期）を策定していましたことから、​

​追記等を行って、これを持って実施計画に変えることとしたいと考えていま​

​す。​

​　アクションプラン（第二期）の改定の方向性は２点です。​

​　１つ目は、令和７年度の各学校の取組や状況について、令和８年２月に調​

​査を実施し、その結果を教育委員会の取組と照らして評価すること。この評​

​価に基づき、成果と課題を踏まえた上で、必要な修正や追記を行うこと。​

​　２つ目は、国の指針に沿った内容を追加し、これを実施計画として策定す​

​る予定です。今回このアクションプラン（第二期）の改定に向けて、この２点の​

​方向性について、皆様にお諮りし、ご承認いただけましたら、具体的な改定​

​作業に入りたいと考えています。​

​　 評価（方法）について説明します。令和７年度の評価に必要な教職員調査​

​を令和８年２月に行いましたが、小中ともに８割の教員が回答をしています。​

​回答者の状況は、５０代から６０代のベテランが最も多く、２０代、４０代が続い​

​て同数程度ありました。​

​　続いて、アクションプラン（第二期）の成果指標である「働きやすさ」と教職員​

​としての「働きがい」の状況について説明します。「働きやすさ」については、​

​令和６年度（１１月時点）小中ともに７０%前後であったものが、令和７年度末に​

​は８４%まで上昇し、令和９年度の目標としていた８０%をすでに超える状況と​

​なっています。「働きがい」につきましても８８．８%まで上昇し、目標の９０%にか​

​なり近づいています。「働きやすさ」を小中別に年代を分けてグラフ化してい​

​ますが、小・中ともに２０代の若手は働きやすいと感じている割合が高くなっ​

​ています。​

​　一方で４０代は小・中共にその割合が低く、小学校７７．３%、中学校７６．１%​

​となっており、４０代に業務が偏っている状況が一因としてあるのではないか​

​と考えています。「働きがい」については、小中いずれも、どの年代も、働きが​

​いがあると感じている割合が高い状況です。「働き方改革の進捗」を見ます​

​と、令和６年度と比較して、８３%の教職員が「進んでいる」と感じています。一​

​方で、改革は進展しているものの、教職員の８２%がさらなる改革の必要性を​

​感じている、という結果が出ています。​

​　次に、必要な改革についてです。グラフは、アクションプラン（第二期）で定​

​めている「具体的な取組」の中で、教職員が「働きやすさ」や「働きがい」を現​

​状より向上させるために、学校において特に推進すべきだと考えられる事項​

​を調査した結果を示しています。学校で特に推進すべき取組は、「業務量の​

​バランス」、そして次が「専門スタッフの適正配置及び有効活用」になってい​

​ます。​

​　次に教職員が回答した、教育委員会等において最も推進するべき取組と​

​しては、専門スタッフの適正配置及び相談体制の充実。ついで不登校等へ​

​の対応を専門とするスタッフの適正配置というところが、推進すべき取組とし​

​て上がっています。業務量のバランスは、学校での取組に加え、教育委員会​

​にも求められる取組として順位が高く、具体的には、配布される文書量が多​
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​い、調査等が多いといったところが上げられています。これらの教職員やアン​

​ケートの結果に基づいて、業務量の削減や教員を支援するスタッフの充実と​

​いった内容を令和８年度に重点的に取り組むものとして、改訂するプランに​

​盛り込みたいと考えています。​

​　次に、今回のアクションプランは、国の指針に沿った形で実施計画とみなす​

​ため、「学校と教師の業務の３分類」（国が昨年定めたもの）に基づき、本市​

​が優先的に取り組むべき業務を選択し、追記しています。国は１９の業務を３​

​つに分類していますが、本市では、この１９業務の中から優先度設定の視点​

​を設け、６つの業務を選びました。この６つは、「学校徴収金の徴収・管理（公​

​会計化等）」、「保護者等からの過剰な苦情や不当な要求等の学校では対​

​応が困難な事案への対応」、「調査・統計等への回答」、「部活動」、「授業準​

​備」、そして「支援が必要な児童生徒等・家庭への対応」を上げています。こ​

​のうち「調査・統計等への回答」、「授業準備」、「支援が必要な児童生徒・家​

​庭への対応」は、教職員への調査で把握されたニーズとしても、高いもので​

​した。​

​　アクションプラン（改訂版）への追記等の例として、教職員へ調査した内容​

​等をこの中に盛り込んでいきたいという風に考えています。教職員のニーズ​

​が高く、本市として優先度の高いケースについては、文書量の削減や、調査​

​等への回答を事務職員が中心となって行う役割分担などを追記する形で、​

​修正を進めたいと考えています。​

​　最後に、アクションプラン（改訂版）は、改革が確実に進むよう、国から毎年​

​度状況を調査して、その進捗が分かるよう公表することや、定例教育委員会​

​及び総合教育会議において先ほどの状況等を報告することとされています。​

​　来年度につきましても、総合教育会議での報告を検討したいと思っていま​

​す。冒頭で述べましたように、今回はこのアクションプラン（改訂版）の方向性​

​について提案をしています。承認いただけましたら、具体的な改訂作業に入​

​りまして、アクションプランの改訂後の素案については、４月の定例教育委員​

​会の議案とするスケジュールを計画しているところです。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​教育委員​ ​　なし​

​黒木教育長​ ​　現場の状況を分析すると、働きやすさは私たちが想定していたよりも若干​

​向上しているものの、まだ改善すべき点があると考えています。今後、この方​

​針でよろしければ、さらに具体的に検討を進め、その結果を計画案に追記す​

​る予定です。そして、その計画案を４月に承認いただくという流れで進めさせ​

​ていただきたい、というのが今回の提案です。​

​　ないようでしたら議案第８号「宮崎市立小・中学校における働き方改革アク​

​ションプランの改訂について」ご承認いただけますでしょうか。​

​教育委員​ ​　異議なし​



​12​

​黒木教育長​ ​　ありがとうございます。​

​　続いて、２件の報告になります。報告第５号「令和８年第１回宮崎市議会定​

​例会（３月）について」事務局から説明をお願いします。​

​企画総務課長補佐​ ​　３月定例会の概要について説明いたします。​

​　会期は２月２０日から３月１３日までの２２日間に渡り開催されました。教育委​

​員会関連では一般質問１５名の議員から１１５問の質問を受け、答弁を行いま​

​した。内容としては、「中学校地域部活動の展開について」、「小学校の給食​

​費無償化について」、「大淀川学習館の閉館について」などの質問でした。​

​　提出議案については、議案第２号「令和８年度宮崎市一般会計予算案」と​

​議案第１８号「令和７年度宮崎市一般会計補正予算（第８号）案」になります​

​が、原案のとおり可決されています。​

​　最後に常任委員会の委員長報告の中で、意見・要望がありましたので報告​

​します。「グローバルチャレンジ支援事業」や、「魅力ある小中学校づくり支援​

​事業」など全５事業について意見を頂戴しておりまして、今後の事業展開の​

​参考にさせていただきたいと考えています。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​教育委員​ ​　なし​

​黒木教育長​ ​　ないようでしたら、続いて、報告第６号「第４回生目台東小学校・生目台中​

​学校小中一貫校準備委員会について」事務局から説明をお願いします。​

​企画総務課長補佐​ ​　こちらは２月２５日に開催されました「第４回生目台東小学校・生目台中学​

​校小中一貫校準備委員会について」説明します。まず小学校の名称につい​

​ては、「生目台東小学校」から「生目台小学校」へ変更し、小中一貫校の通​

​称名は「生目台学園」となります。次に、学校銘板等の改修については、正​

​面の銘板、それから校章・校歌のパネル、それから道路面の看板などを改修​

​する予定ということになっています。​

​　「生目台学園『開校の集い』」については、４月１７日に「開校式」を予定して​

​います。こちらは現在、学校では小中一貫校としての新たなスタートに向け​

​て、児童生徒が中心となって準備を進めているところですが、新小学１年生と​

​新中学１年生と在校生との対面式を自分たちで考えながら開催する予定と​

​なっています。​

​　最後に、小中一貫校準備委員会につきまして、今回の第４回をもちまして​

​本委員会の全日程を終了しました。​

​　教育委員会といたしましては、今後も引き続き、生目台学園の開校及び小​

​中一貫教育の円滑な実施において支援を行ってまいりたいと考えています。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​教育委員​ ​　なし​
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​黒木教育長​ ​　４月１７日の開校の集いまでは長い道のりでしたが、これもひとえに地元の​

​方々の多大なご協力とご理解のおかげで実現できたものだと考えています。​

​　質問等ないようでしたら、続けて「５ その他」に入ります。​

​　（１）宮崎市教育委員会令和８年度活性化プランについて事務局から説明​

​をお願いします。​

​企画総務課長補佐​ ​　令和８年度の活性化プランについて説明します。令和８年１月の勉強会で、​

​内容につきまして説明をさせていただき、意見をいただきました。資料の内容​

​については、１月にお示しした段階から変更はございません。勉強会では意​

​見交換会の開催について、「より幅広い層の生徒の意見をフランクに聞きた​

​い」ということで、意見をいただきました。この開催方法等については、実情に​

​合わせて令和８年度具体的に組み立てていきたいと思っていますので、今​

​後検討を進め、新年度早いうちに委員の皆様に報告できたらと考えていま​

​す。なお、勉強会でお伝えさせていただきましたとおり、このプランの期間に​

​ついては令和８年度１年間としたいと思っています。​

​黒木教育長​ ​　活性化プランに関して、これほど多様な場所で活性化された意見が出てい​

​るのは非常に珍しいのではないでしょうか。委員の皆様方には、様々な場​

​で、顔を出していただき、多岐にわたる意見を伺っています。しかし、事務局​

​としては、さらなる活性化を目指したいと考えています。幅広い中学生を対象​

​とすることについては、そのとおりだと思います。現状、来ている子どもたち​

​は限られた層ですので、さらに門戸を広げ、幅広い層の意見に耳を傾けよう​

​とするのは、大変素晴らしい取組です。引き続き、様々な工夫を凝らしていき​

​たいと考えています。ご協力をお願いします。​

​　質問等ないようでしたら、次に（２）近現代史から学ぶ宮崎のあゆみ事業関​

​連イベントについて事務局から説明をお願いします。​

​文化財課主幹​ ​　文化財課からは、明日、３月２０日に行われます、「宮崎軽便鉄道ウォーキ​

​ングイベント」について、報告します。今回のイベントは、「近現代史から学ぶ​

​宮崎のあゆみ事業」の今年度最後のイベントになります。大正時代から昭和​

​時代にかけて宮崎を支えた「宮崎軽便鉄道」の痕跡を、市民が実際に歩いて​

​学ぶという内容です。青島の先、「しらはま海岸」には、かつて軽便鉄道の​

​「しらはま駅」がありました。今回、当時の資料を基に再現した駅名標をこの地​

​に設置しました。これに合わせて、午前中にはフリー鉄道アナウンサーの田​

​代剛氏による、沿線沿いのガイドイベントを実施します。午後からは第二部と​

​して、市民の方々を対象とした同じルートのフリーウォーキングを開催する予​

​定です。また、青島サンクマールの１階ラウンジ「オーシャン」では、「宮崎軽​

​便鉄道写真展」を、３月２９日まで開催します。​

​黒木教育長​ ​　先日の中村地平の石碑除幕式では８０名を超える参加者があり、バスツ​

​アーも実施されました。このことから、市民の方々が近現代史に強い関心を​

​持っていることが伺えます。また機会がありましたら、ぜひご参加ください。​
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​　他にないようでしたら、会次第「６ 次回教育委員会について」と「７ 行事予​

​定」について、一括して事務局から説明をお願いします。​

​企画総務課長補佐​ ​　まず次回の教育委員会ですが、４月２４日金曜日の１時４０分から３時の予​

​定です。​

​　続いて、行事予定です。３月２４日は市内の小学校の卒業式となっていま​

​す。４月１日には教職員の辞令交付式、それから４月８日には生目台小学校​

​の校名変更式、それから４月９日には中学校の入学式、１０日には小学校の​

​入学式がございます。同じく１０日に全国都市教育長協議会がございまして、​

​教育長に出席いただきます。​

​それから４月１７日、生目台の集いがあります。同じく１７日に全国市町村教育​

​委員会連合会第１回常任理事会がございまして、松尾代表教育委員に出席​

​いただく予定となっています。５月１３日から１５日にかけて教育長協議会の第​

​２回目が開催予定です。​

​５月２０日、全国市町村教育委員会連合会の第７１回定期総会に松尾代表教​

​育委員に出席いただきます。そして、５月２２日が、第５回の教育委員会定例​

​会の予定となっています。​

​黒木教育長​ ​　ただいまの説明について、質問等はありませんか。​

​小林教育委員​ ​　４月１日の教職員の辞令交付式で教育委員の出席がありますか。​

​企画総務課​ ​　確認して回答します。​

​黒木教育長​ ​　他にないようでしたら、質疑をここで終了します。​

​　以上をもちまして、令和８年第３回教育委員会定例会を終了します。​


